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デトロイトが財政破綻した 
デトロイトといえば、アメリカ自動車産業の本拠

であり、従来、強いアメリカの象徴と感じていた。

ところが先月、市の財政悪化が嵩じ、負債が１８０

億ドルに膨れ上がって破産を申請してしまったの

には驚ろいた。特に、１８５万もあった大都市デト

ロイトの人口が、今では７０万人にまで減ってしま

ったのには魂消る思いがしたのであった。 
どうしてなのか。私は、最近の報道などいろんな

情報を確かめ、今日に至った経過などを見てみた。 

 
デトロイトモーターショウの会場 

太平洋戦争が終わると、フォード、ＧＭ，クライ

スラーの御三家は繁栄の絶頂を謳歌し、昭和２５年

（１９５０）、デトロイトの人口は１８５万を超え

ていた。ところが、１９６７年、黒人労働者の暴動

が発生し、治安の悪化を嫌って白人富裕層が周辺都

市に移住するホワイトフライト現象が始まった。 
１９７０年代になると、2 度のオイルショックが

世界経済を揺るがしたが、日本から安価で燃費のよ

い小型車が輸入されるようになって、大型車中心の

アメ車は深刻な打撃を受け始めた。この頃、日本国

内では、マイカーブームが爆発し、小型車が競うよ

うに増産され、数量効果により安価で輸出するよう

になったのである。我々が、始めてカローラを買え

たのもこの頃だった。こうした影響で、デトロイト

の車産業は、従業員を大量に解雇し、下請け企業は

倒産。街には失業者、浮浪者が増えて治安が悪化し、

富裕層のデトロイトからの流失が歯止めなく続い

たのである。 
１９８０年にはビッグ３の税引き前利益がすべ

てマイナスになり、１９９０年にはデトロイトの人

口が１０３万人に減って、自動車不況が進んだ。 

２００９年には、ＧＭ，クライスラーがリーマンシ

ョックにより経営破たんした。ビッグ３は、政府の

強力な援護もあって、短期に再生することができた

が、生産ラインの海外移転が進み、デトロイトの就

業者数は学校、役所、病院などが上位で、ＧＭは９

位、クライスラーは１０位にまで下がってしまった。

街には古い工場の廃墟が残り、雇用の減少が続いて

市の財政が立ち行かなくなったのである。ダウンタ

ウンはゴースト化して、不動産価格は、事業用も住

宅も無価値同然になってしまった。 
市の財政が悪化して、住民サービスの質は当然な

がら低下する。警官も減って、犯罪発生の緊急通報

があったら、全米平均では１１分後にパトカーが来

るところを、１時間かかるのが普通になった。街灯

は４０％が点かず、犯罪が激増。レガシィ（負の遺

産）コストといわれるが、市の退職者にたいする年

金や医療保険等の支払い負担を切り詰めることが

できず、歳出が硬直化してしまったのである。 
自治体の財政状況は住民の生活に影響する 
 財政が悪化すると、住民の生活に影響が及んでく

るのは、夕張市の例を見ても判る。夕張市は炭鉱の

街で、炭鉱が稼動していたときには、労働者が集ま

って、人口１１万ぐらいの都市だった。ところが、

炭鉱が全て閉山した１９９０年には２万人になり、

財政再建団体になって今では１万人にまで減って

しまった。住民が離散し、高齢化率が高く（逃げら

れない高齢者が取り残される）、いよいよ住民サー

ビスが切り詰められてゆく。なお、夕張市の財政悪

化の要因には、炭鉱の街から、観光・リゾート地へ

と転換を図ったが、ハコモノを造って大きな負債を

負ってしまったことがある。 
 こんな例を見るにつけ、我々は、自分の街の経済、

財政パフォーマンスの先行きにもっと関心を持つ

べきではなかろうか。他人事ではないと思う。 


